
平成29年１月１日現在
世帯数
　男
　女
総人口

８８４戸
１，００１人
１，０６０人
２，０６１人

新成人！

１月８日に松本市総合体育館で成人式が行わ
れました。入山辺地区では、１０名（男性５名、
女性５名・住民登録上）が新成人となりました。
成人式に参加した入山辺地区出身の７名に今
後の抱負などを聞きました！
　● 氏名（町会名） 
　① 成人式を迎えた感想と今後の抱負
　② どんな入山辺になってほしいか
　③ 家族にむけて一言

● 百瀬　嶺（南方）　
① 小学生、中学生のころ、20歳は立派で遠いもののように感じられ、憧れす

らありました。しかし、いざ成人式を迎えてみると、あのとき自分が考え
ていたような胸を張れる人間になれている感覚はまったくありません。
今までやりたかったことを恥ずかしがったり、面倒くさがったりで、かな
り避けてきました。やりたいことを迷わずやれる20歳でありたいです。

② のどかで静かな環境がとても好きですが、今まで感じた唯一の不満は小
さいころ身近で一緒に遊ぶ子どもが少なかったことです。子どもたちの
声が響いてくるような賑やかな入山辺になればと思います。

③ 多くの迷惑をかけながら20歳まで育ちました。様々なことについて頼り
がち、任せきりであったと思います。大学や寮での生活で自立・自律につ
いて度々考えることがあります。まずは自分のことはできるだけ何でも
できるように、そして家族を支えていけるようにします。

● 西澤　美咲（舟付・宮原）
① ４月から社会人になるので責任と自立の精神を持って頑

張りたいと思います。夢や目標を掲げて、これからも自
分自身を磨いていきたいです。

② 自然が豊かであることと、地元で採れた美味しい野菜や
果物などが大好きです。これからも野菜や果物などを作
り続けてもらい、明るく元気な入山辺でいてほしいです。

③ 20年間色々ありましたが、感謝の気持ちでいっぱいです。
今度は私が家族を守っていけるように精一杯頑張るの
で、これからもよろしくお願いします。

● 塩原　正悟（西桐原）
① 大人としての自覚を持

ち、社会に貢献できるよ
うにこれからの日々を
過ごしていきたいと思
います。抱負としては、
地元長野県のお役に立
てるような社会人にな
りたいと考えています。

② 地域の人同士が思い
やりを持った入山辺で
あってほしいと思いま
す。

③ 20年間お世話になりま
した。これから恩返し
をしていくので、今後も
よろしくお願いします。

● 中村　純也（西桐原）
① 成人になれた気持ちは、

ただただ嬉しさでいっ
ぱいです。抱負は大切
な家族に卒業したら恩
返しがしたいです。

② 生まれ育った入山辺が
これからも住み心地の
良い地域であり続けて
ほしいです。

③ 20年間育ててくれてあ
りがとうございます。
これからは社会人とし
て活躍していくので見
届けてください。

● 栁澤　樹（三反田・奈良尾）
① 大人の仲間入りをした実感が湧

いてきました。これからもっと
自立して頑張りたいです。

② 若い人が減ってきてしまうと思
うので、もっと地域活性化を考
えていくべきだと思います。

③ 改めて家族は大きな存在だと思
いました。今後も大切にしてい
きたいです。

● 工藤　瑞妃（東桐原）
① 20歳になった実感がまだあり

ません。大人のたしなみとし
てお化粧を頑張りたいです。

② 現状維持ができる程度にのん
びりあってほしいです。

③ これからも長い付き合いにな
ると思うので、温かく見守って
くれると嬉しいです。

● 中野 志帆里（西桐原）
① これから社会人になるので、よ

り一層自立した心で生活して
いきたいと思います。

② お年寄りや子どもを大切にす
る地域であってもらいたいで
す。

③ 20年間育ててくれてありがと
う。

祝

新成人のメッセージ
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小
学
校
６
年
間
で
、身
長
は
約
40

セ
ン
チ
伸
び
、重
た
か
っ
た
ラ
ン
ド

セ
ル
も
、
も
う
、
小
さ
く
軽
く
思
え

ま
す
。
長
い
よ
う
で
短
か
か
っ
た

６
年
間
で
す
。
今
は
、下
級
生
へ
委

員
会
な
ど
の
引
き
継
ぎ
を
し
て
い

ま
す
。

　

来
年
は
中
学
生
に
な
り
ま
す
。

ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
自

転
車
で
通
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
学
で
は
、
部
活
動
が
あ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
の
部
活
に
入
り
、３
年
間
続

け
て
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
授

業
は
、「
算
数
」
が
「
数
学
」
に
な

り
、「
英
語
」
が
増
え
、
今
よ
り
も

難
し
い
勉
強
が
多
く
な
っ
て
き
ま

す
。
１
年
間
に
、何
回
も
中
間
テ
ス

ト
や
期
末
テ
ス
ト
が
あ
り
、小
学
校

と
は
比
べ
よ
う
に
な
ら
な
い
ほ
ど

大
変
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

大
変
だ
と
思
う
け
ど
、数
学
や
理
科

に
力
を
入
れ
て
が

ん
ば
り
ま
す
。

　

不
安
な
こ
と
も

色
々
あ
り
ま
す
。

で
も
、
新
し
い
中

学
生
活
へ
向
か
っ

て
わ
く
わ
く
し
て

い
ま
す
。

 　

宮
原
地
区
で
は
、
10
年
ご
と
に

住
民
全
員
が
集
ま
り
、
報
徳
感
謝

の
精
神
に
則
り
、
先
祖
や
先
輩
に

感
謝
を
し
、
地
区
が
益
々
栄
え
る

為
の
敬
老
会
を
、
昨
年
11
月
13
日

盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
大
正
13
年
に
第
１
回

が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
昭
和
11
年

か
ら
10
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、
今

回
で
10
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
始

ま
っ
た
経
緯
は
、
先
人
達
が
報
徳

会
と
い
う
会
を
作
り
、
山
を
借
り

て
木
を
植
え
、
そ
の
木
を
売
っ
た

収
入
で
、
先
輩
た
ち
を
も
て
な
し

た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

宮
原
公
民
館
に
は
、
第
１
回
か

入山辺郵便局が開局100年を迎えます！
大正６年に地域住民の請願によって置局された入山辺
郵便局が、今年２月11日をもって開局100年を迎えます。

　

昨
年
11
月
20
日
に
入
山
辺
地
区

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
各
町
会
の
安
否
確
認
訓

練
の
他
に
、
新
た
に
避
難
所
を
住

民
が
主
体
と
な
っ
て
設
営
・
運
営

す
る
訓
練
、
地
震
に
よ
る
家
屋
倒

壊
を
想
定
し
た
救
出
訓
練
等
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
に
関
す
る
学
習
で

は
、
市
の
危
機
管
理
部
長
か
ら
熊

本
地
震
被
災
地
で
の
体
験
を
も
と

に
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
然
災
害
は
予
測
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
日
頃

ら
の
写
真
が
掲
示
さ
れ
て
お
り
、

時
代
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
実
行
委
員
会
の
お
話
で

は
、
少
子
高
齢
化
で
開
催
が
大
変

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

か
ら
災
害
を
他
人
ご
と
と
せ
ず
、

万
が
一
の
防
災
用
品
の
備
え
や
、

訓
練
等
に
参
加
し
て
自
身
の
防
災

意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
、
地

区
全
体
の
防
災
力
が
向
上
し
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
敬
称
略　

◎
は
新
任
）

橋
倉
・
南
方　
　
　

小
笠
原
玲
子

西
桐
原　
　
　
　
　

百
瀬　

洋
子

東
桐
原　
　
　
　
　

平
林　

八
郎

舟
付
・
宮
原　
　

◎
新
井　

絹
子

北
入
中
部
・
千
手
・
駒
越 

◎
新
井
モ
ト
子

三
反
田
・
奈
良
尾
・
上
手
町 

◎
市
川　

節
枝

原
・
厩
所
・
大
仏
・
一
の
海　

朝
倉　

洋
子

大
和
合
・
牛
立　

◎
羽
山　

幸
子

三
城　
　
　
　
　
　

前
田　

民
江

主
任
児
童
委
員　

◎
木
下
誠
一
郎

今
ま
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

務
め
て
い
た
だ
い
た
５
名
の
皆
さ

ま
に
は
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
学
進
学
に
向
か
っ
て

十
年
ご
と
の
敬
老
会

入
山
辺
地
区
防
災
訓
練

山辺小６年
中澤　雅君

←1958.11.20撮影
　写真提供：堀金浩一さん

現郵便局の場所に建っていた当
時の郵便局。平屋の建物で駐車
場はなく、入口には自転車用のタ
イヤ止めが設置されていました。

入山辺郵便局　樽澤清人局長（７代目）
入山辺郵便局長を務めて３年半経ちますが、地域の皆さまにご利用
いただき守られてきた伝統ある局を、これからも皆さまと一緒に
やっていきたいと思います。またお気軽にお立ち寄りください。

1992.12.11撮影→
写真提供：堀金浩一さん　

この当時郵便局前は路線バスに乗
車する人が多かったため、入口に時
計が設置されていました。隣にあ
るワイナリーはまだ共撰場でした。

　

平
成
28
年
12
月
１
日
付
で
民
生

委
員
・
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
ま

し
た
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

地
域
住
民
の
相
談
・
支
援
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
や
援
助
を
必
要
と
す
る
方
と
関

係
す
る
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
を
担

い
ま
す
。
任
期
は
３
年
で
す
。

　

町
会
の
推
薦

を
受
け
た
再
任

５
名
、新
任
５

名
の
計
10
名
の

方
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
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